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行楽シーズンの遊園地やテーマパークでは一日に数万人もの人々が訪れ，人気ア

トラクションには長い行列ができて混雑が発生する．混雑による待ち時間をなるべく短

くすることは，来園者にとっても運営者にとっても重要な課題である．このようなテーマ

パークの混雑緩和に関する問題を一般的に「テーマパーク問題」と呼ぶ[川村 2003,柳

田 2009]．この問題に対して、来園者のアトラクション選択行動を分析したり、来場者を

誘導して混雑緩和させる手法を評価したりするために、混雑状況を計算機上のマルチ

エージェントシミュレーションで再現する手法が一般によく用いられる。 

我々は，遊園地のシミュレーション環境を構築してテーマパーク問題に取り組むた

めに S-Quattro Simulation System（S4）を用いた．シミュレーションでは，来園者を模

擬したエージェントがアトラクションに対する選好を持ち，行列の待ち時間を考慮しな

がらアトラクションを逐次体験する．そして，一日分のシミュレーション結果に対して，体

験したアトラクションの数や待ち時間を評価することができる．本講演では，この環境を

活用した遊園地の混雑度シミュレーションの研究事例[清水 2017a,清水 2017b]を紹介

する． 

本研究で第一に取り組んだ課題は，混雑緩和である．混雑情報を一定割合の来園

者に提供することにより，アトラクションの行列を分散させて混雑度を小さくできる場合

があることが報告されている[川村 2003,辺見 2002,兼田 2010]が，提案する混雑緩和

策がどのような条件の下で有効となるかが不明確であった．我々は，混雑状態の指標

として飽和度と飽和状態を定義し，遊園地全体が飽和状態のときは混雑を平準化する

施策によって待ち時間が増加する現象（「テーマパークのパラドックス」）が発生する場

合があることをシミュレーションによって示した．そして，「アトラクション巡回順の指定」

と「行列上限の設定」が混雑飽和状態でも待ち時間削減に有効であることと，これら 2

つの方式を組み合わせた提案手法はより大きな効果が得られることを確認した[清水

2017a]． 

テーマパーク問題は混雑緩和手法の検討に限定されず，たとえばシミュレータを使

って来園者の行動モデルを検証することも可能である．そこで我々は，テーマパーク

問題におけるアトラクション選択行動のモデルの構築を第二の検討課題とした[清水

2017b]．既存モデル（多項ロジットモデル[McFadden1974]）では「アトラクションを選択



しない」という行動をうまく表現できず，実際に観測したテーマパークアトラクションの待

ち時間の推移の傾向（①開園直後に一気に増加して，②日中の変動は小さく，③閉

園まで待ち時間が０にならない）を適切に再現できない．また，混雑飽和状態では待

ち時間が上限なく増加する、という問題があった．この問題に対して我々は「多項線形

モデル」を提案し，シミュレーションにおいて上記３点の待ち時間の特徴を再現できる

ことを確認した．また我々は，論理的整合性を満たしながら提案モデルのパラメータを

効率的に推定する手法を考案した．今後はこの手法を現実のテーマパークの観測デ

ータへ適用することに加えて，テーマパーク以外の問題へ適用することも検討したい． 
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